






要約

Socioeconomical factor の妊娠・分娩予後に及ぼす影響を検討するために、経済的理由

から措置入院・分娩となった例を後方視的に分析した。措置入院・分娩例では受診開始が

遅れる傾向があり、20 才未満の妊婦が約 10%と多かった。また、妊娠中の体重増加の大き

い者が多く、巨大児出産が 18%を占めていた。25%は日本国籍を有しない外国人であった。


